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D 33 被服材料の熱･水分移動に及ぼす通気性の影響
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　(目的)衣服の温熟的機能には､布を通しての熱･水分･空気の同時移動が密接に関わる．この特性を左右する布の

性質の１つに通気性があるが､通気性と無･水分移動現象との関連については,2･3の研究1 )2)がなされているが､現

在も不明確な点が多く、この原因として．この問題の解析が難しいことの他.この解析に導入しうる精密測定された

通気性が得られなかったことが考えられる.本研究では川端により開発された精密測定が可能な通気性試験機3)に

よる布の通気性を用いて､布の通気性と無･水分移動との関連について検討する．

　(方法)無-水分移動量の測定は,≫-ﾓﾗﾎﾞnを用い､環境20゛C,65!58H,風洞内で熟板面(30゛C一定)に垂直に吹きおろ

す風速(0.1~2.1ii/s)のもとで､無板と試料問に0～0.02iの空気層を設けて行われた.試料は糸密度のみを変化させ

通気性の異なる織布の他､非通気性材料を取り上げた．ただし.熟と水分の同時移助についての実験は､非吸湿性布

のみについて行い､水分移動遼度は熟板上に発汗を模擬した湿潤ろ紙をおいた揚合の無移助量とろ紙をおかずに測

定される無移動量との差により蒸発による無移動量を決定し、これを蒸発潜熱で除して得られた.一方無板から空

気層.被服材料を通して環境へ至る熱･水蒸気移動に対して､材料及び.空気層への風の浸透が生じない系の無抵抗、

水蒸気移動抵抗ﾓf"ﾙを構築し､実験値と比較する.

　(結果)材料表面の放射率.無抵抗.空気層の厚さ、風速で決定される無移助の計算と非通気性材料の測定結果との

比較からﾓf"ﾙの妥当性を確認した.通気性材料については､さらに布の通気性の効果を導入した実験式を導いた.水

分移動に対しても.布の厚さ､繊維体積分率.空気層の厚さ.風速､通気度により表される実験式が導かれ.これらの

実験式によって水分移動を伴う場合の無移動量が空気層0.003~0.010iiiの場合について､ある程度予測された．

　(文献)l)G.F.Fonsecaら, Text., Res., J., 35, 95, 221, 909(1965)

　2)竹内正顛,繊維学会誌, 39, 95(1983)　3)川端季雄、織機16, 40, 41(1987)
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透湿性の動的測定に関する研究

大家政　安田　武　○深111 雅代

《目的》透湿性に関すろ多くの研究は、一定の高湿部と低湿部の間の布をへだてた水分の

移動を定常状態で測定して、透湿性を示す一定値を求めることによってなされている。し

かし実際の衣服では、発汗が始まると、何層かの衣服のつくる多層空間の温湿度が刻々と

変化していく。。このような変化を経時的に測定し、実際の衣服の透湿過程を考察すぺく実

験を行なった。

《方法》実験は、人体が数枚の衣服を重ね着した場合を想定し、シミュレーターを組んだ

37での恒温水槽上部に試料布（下から［｡し　I? , L 3 , l，］を取りつけた枠を重ね。レ、Lj ,

し, L4がっくり出す空間（Pi , Pa,　Pa)の温湿度を秒単位で測定し、水蒸気圧を求めた。

但し、恒温水槽とPl、外界とｈとはシャッタ-で遮断されており、外界とのシヤッタ- を

閉じ、恒温水槽とのシヤッ･? ーを間いた瞬間から測定を開始した。試料布としてポリエス

テル、ウール、ゴアテックスを用い、種々の組合せについて実験を行なった。

《結果》ポリエステルの場合、水蒸気の透過速度は非常IZ大きいが層間水蒸気圧も高く、

ウールの場合、水蒸気の透過速度は小さいが層間水蒸気圧は低いことがわかった。水蒸気

圧が低くなる原因としては、ウールによる水分の吸着が考えられるのではないかと思われ

る。ポリエステルの厚手の透湿性素材も、透湿過程はややウールに近づくが、やはりポリ

エステル本来の動向を示した。


